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業績予想の修正および剰余金の配当に関するお知らせ 

 
 
 

1.業績予想の修正について 
 

2020 年６月 11 日に公表いたしました「2020 年４月期 決算短信[日本基準]（連結）」において、「未定」としており

ました 2021 年４月期の連結業績予想（2020 年５月１日～2021 年４月 30 日）を下記の通りとしましたので、お知ら

せいたします。 
記 

業績予想について 
（１）2021 年４月期（累計）連結業績予想数値（2020 年５月１日～2021 年４月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 期 実 績 （ A ） 
百万円 

13,118 

百万円 

1,285 

百万円 

1,288 

百万円 

825 

円 銭 

188.30 

今 回 発 表 予 想 （ B ） 15,721 733 925 516 115.72 

増 減 額 （ B - A ） 2,603 △551 △362 △308 － 

増 減 率 （ ％ ） 19.8 △42.9 △28.1 △37.4 － 

 
（２）公表の理由 
 2021 年４月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、業績予想の合理的な

算定が困難であったことから「未定」としておりましたが、以下に業績予想を算定いたしましたので公表いたしま

す。 

 2021 年４月期においては、度重なる緊急事態宣言の延長を受け、プロモーション領域については、大型イベン

トを中心に中止またはオンライン開催への移行が目立つ結果となりましたが、人材領域については、全国 11 地点

に営業拠点を有する当社グループの優位性を活かして、大手企業様より全国販促キャンペーンを受託したこと等

で大きく伸長し、プロモーション領域の穴を大きく埋める結果となりました。 

 収益性に関しては、戦略的に受注した一部の継続案件の影響で、売上高は前年実績を上回りますが、各段階利

益は前年実績を下回る見込みとなっております。こちらについては、今後の運営体制の変更等を通じて改善を図

ってまいる所存です。 

 
※業績予想値につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の業績は様々な要

因により予想数値と異なる可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2.剰余金の配当に関するお知らせ 
 
 当社は、2021 年 6 月４日、会社法第 370 条及び当社定款第 25 条（取締役会の決議に替わる書面決議）に基づき、

2021 年 4 月 30 日を基準日とする剰余金の配当を行うことについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 
なお、本案は 2021 年７月開催予定の第 31 回定時株主総会に付議する予定です。 
 
（１）配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 

（2020年６月11日公表） 

前期実績 

基準日 2021年４月30日 2021年４月30日 2020年４月30日 

1株当たり配当金 24円00銭 未定 39円00銭 

配当総額 108百万円 － 175百万円 

効力発生日 2021年７月30日 － 2020年７月31日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

（２）理由 

当社は、可能な限り安定的な配当水準を維持することを配当政策の基本としております。今後の事業展開及びキャッ

シ ュ・フローの状況を総合的に勘案した上で配当額を決定しており、当期の期末配当金につきましては、前期と同様

に配当性向 20%を目安に 1 株当たり 24 円としたく存じます。 

今後、全社を挙げて成長を維持すべく邁進していく所存ですので、何卒、株主の皆様のご理解をいただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。 


